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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年4月10日(2014.4.10)

【公表番号】特表2014-502096(P2014-502096A)
【公表日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2014-004
【出願番号】特願2013-538914(P2013-538914)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  48/18     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  88/06     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ  48/18    　　　　
   Ｈ０４Ｗ  88/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月19日(2014.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　ＰＳ中断情報にさらに基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断する
ことを、以下の例によって示す。第１のネットワークは、たとえば、ＬＴＥネットワーク
であり得、第３のネットワークは、たとえば、ＧＥＲＡＮネットワークであり得る。ＰＳ
中断情報は、たとえば、ＰＳ中断が実行されるという指示を含み得る。ＧＥＲＡＮネット
ワークは、たとえば、ＤＴＭ対応ＧＥＲＡＮネットワークであり得る。ユーザ端末のＩＳ
Ｒステータスは「オン」ステータスであり得、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうか
を判断することは、ＲＡＵプロシージャを実行すべきであると判断することを含み得る。
すなわち、ＰＳ中断情報と、ＩＳＲステータスと、ネットワークＲＡＴとが説明されたよ
うなものであると判断することに応答して、ユーザ端末はＲＡＵを開始し得る。プロセス
は、ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシージャを実行するこ
とをさらに含み得る。ＲＡＵプロシージャを実行することと並行してＣＳ呼設定プロシー
ジャを実行することは、ＩＳＲオンステータスに部分的に基づいて行われ得る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　ＰＳ中断情報にさらに基づいて、ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断する
ことを、以下の第２の代替例によってさらに示す。ＧＥＲＡＮネットワークは、たとえば
、非ＤＴＭ　ＧＥＲＡＮネットワークであり得、ユーザ端末のＩＳＲステータスは「オフ
」ステータスであり得る。ＰＳ中断情報は、たとえば、ＰＳ中断が実行されるという指示
を含み得る。ＲＡＵプロシージャを実行すべきかどうかを判断することは、ＲＡＵプロシ
ージャを実行すべきであると判断することを含み得る。すなわち、ＰＳ中断情報と、ＩＳ
Ｒステータスと、ネットワークＲＡＴとが説明されたようなものであると判断することに
応答して、ユーザ端末はＲＡＵを開始し得る。プロセスは、ＣＳ呼設定プロシージャを実
行するより前にＲＡＵプロシージャを実行することをさらに含み得る。ＣＳ呼設定プロシ
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ージャを実行するより前にＲＡＵプロシージャを実行することは、ＩＳＲ「オフ」ステー
タスに部分的に基づいて行われ得る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６９】
　ＵＥ１６５０では、送信された変調信号はＮr個のアンテナ１６５２1～１６５２Nrによ
って受信され、各アンテナ１６５２から受信された信号は、それぞれの受信機（ＲＣＶＲ
）１６５４1～１６５４Nrに与えられる。各受信機１６５４は、それぞれの受信信号を調
整（たとえば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号をデ
ジタル化して、サンプルを与え、さらにそれらのサンプルを処理して、対応する「受信」
シンボルストリームを与える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　次いで、ＲＸデータプロセッサ１６６０は、特定の受信機処理技法に基づいてＮr個の
受信機１６５４1～１６５４NrからＮr個の受信シンボルストリームを受信し、処理して、
Ｎs個の「検出」シンボルストリームを与えて、Ｎs個の送信シンボルストリームの推定値
を与える。次いで、ＲＸデータプロセッサ１６６０は、各検出シンボルストリームを復調
し、デインターリーブし、復号して、データストリームのトラフィックデータを復元する
。ＲＸデータプロセッサ１６６０による処理は、一般に、基地局１６１０においてＴＸ　
ＭＩＭＯプロセッサ１６２０およびＴＸデータプロセッサ１６１４によって実行される処
理を補足するものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　最終的に、ＢＳＳは、ＧＰＲＳ中断の条件が消滅したと判断し得る。ＢＳＳが、ＧＰＲ
Ｓサービスを再開するようにＳＧＳＮに要求することが可能である場合、２０１８におい
て、ＢＳＳは再開（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージをＳＧＳＮに送り得る。２０２０にお
いて、ＳＧＳＮは、再開Ａｃｋを戻すことによって、再開の成功した結果を確認応答し得
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９２】
　２１２４において、ＣＳ接続が終了した後、ＢＳＳは新しいＳＧＳＮに再開（ＴＬＬＩ
、ＲＡＩ）メッセージを送り得るが、古いＳＧＳＮに対する再開は必要とされないので、
２１２６において、新しいＳＧＳＮは再開Ｎａｃｋメッセージを送ることによって再開に
確認応答し得る。ＭＳは、この場合、ＣＳ接続が終了し、ＭＳコンテキストが古いＳＧＳ
Ｎから新しいＳＧＳＮに移動され得るときにＧＰＲＳサービスの更新のためのＲＡ更新を
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実行すべきであるので、古いＳＧＳＮに対する再開は不要であり得る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０３】
　２３２６において、３Ｇ　ＳＧＳＮは中断応答メッセージを２Ｇ　ＳＧＳＮ２３０６に
戻す。２３２８において、次いで、２Ｇ　ＳＧＳＮ２３０６は中断ＡｃｋメッセージをＢ
ＳＳに戻す。２３３０において、ＣＳ接続が終了した後、ＢＳＳは２Ｇ　ＳＧＳＮに再開
（ＴＬＬＩ、ＲＡＩ）メッセージを送り得るが、３Ｇ　ＳＧＳＮに対する再開は必要とさ
れないので、２Ｇ　ＳＧＳＮは、２３３２において、再開Ｎａｃｋメッセージを送ること
によって再開に確認応答する。ＭＳは、ＣＳ接続が終了し、ＭＳコンテキストが３Ｇ　Ｓ
ＧＳＮから２Ｇ　ＳＧＳＮに移動され得るときにＧＰＲＳサービスの更新のためのＲＡ更
新を実行し得るので、この場合、再開は不要である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３Ｃ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１３Ｃ】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】
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